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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第62期
第３四半期
連結累計期間

第63期
第３四半期
連結累計期間

第62期

会計期間
自  平成23年１月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年１月１日
至  平成24年９月30日

自  平成23年１月１日
至  平成23年12月31日

売上高 (千円) 7,739,598 7,235,851 10,385,326

経常利益 (千円) 575,446 254,777 556,502

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(千円) 392,113 △92,205 348,800

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 324,451 △148,751 300,628

純資産額 (千円) 8,676,532 8,392,483 8,620,003

総資産額 (千円) 17,186,414 15,982,444 17,285,451

１株当たり四半期(当期)
純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) 24.28 △5.85 21.69

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 50.5 52.5 49.9

　

回次
第62期
第３四半期
連結会計期間

第63期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年７月１日
至  平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 3.15 1.75

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、第62期第３四半期連結累計期間および第62

期においては希薄化効果を有している潜在株式がないため記載しておりません。なお、第63期第３四半期連結

累計期間においては１株当たり四半期純損失が計上されており、また希薄化効果を有している潜在株式がな

いため記載しておりません。

４．第62期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号)を適用し、遡及処理しております。
　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当グループ(当社および当社の関係会社)が営んでいる事業の内容

に重要な変更はありません。

なお、英国子会社フジ　コピアン（ＵＫ）リミテッドは、近年の業績悪化が顕著であり、回復の見通しが立

たない状況であることから、清算を前提とした手続きを開始しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または前事業年度の有価証券報告書に

記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間末において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要の高まりと設備投資およ

び個人消費の持ち直しを背景として緩やかな回復を見せる一方、長引く円高、欧州債務問題に起因する海

外における経済の減速感、国内における電力供給不安などの懸念材料が払拭されず、依然景気は先行き不

透明な状況で推移しました。

このような環境のなか、当グループは主力製品であるバーコード用リボン、機能性フィルムの統一ブラ

ンドである「ＦＩＸＦＩＬＭ®」を中心として、顧客の様々なニーズに対応するとともに拡販活動に努

めてまいりました。

生産面におきましては、諸材料の調達難に対応するとともに、顧客への安定した製品供給を維持するこ

とに注力しながら、スピードとアクションを基本とした生産革新活動を継続し、徹底した効率化の推進に

よる収益の改善に取り組んでまいりました。

この結果、連結売上高は、長期化する円高の影響および競争激化による販売価格の低下などにより、72

億３千５百万円(前年同期比6.5％減)となりました。

利益面におきましては、売上高の減少、販売価格の低下に加え、前連結会計年度に導入した生産設備の

減価償却費の負担増があり、営業利益は２億３千８百万円(前年同期比62.6％減)、経常利益は２億５千４

百万円(前年同期比55.7％減)となりました。また、英国子会社フジ　コピアン（ＵＫ）リミテッドは、近年

の業績悪化が顕著であり回復の見通しが立たない状況から、清算を前提とした手続きを行っております。

これにともなう関係会社整理損失引当金繰入額を特別損失に計上したことなどにより、四半期純損失は

９千２百万円(前年同期は四半期純利益３億９千２百万円)となりました。

品目別売上高の状況は、次のとおりであります。

サーマルトランスファーメディアは、主力のバーコード用リボンを中心に拡販に努めたものの、販売価

格競争の激化により、全体では30億８千２百万円(前年同期比1.8％減)となりました。

インパクトリボンは、市場の縮小傾向が続くなか、円高の影響もあり、全体では11億４千９百万円(前年

同期比8.6％減)となりました。

テープ類は、市場価格の低下および一部顧客の商流の変更もあり、全体では12億２千６百万円(前年同

期比18.7％減)となりました。

機能性フィルムは、ブランドの統一を図り拡販活動に努めたことにより、全体では９億１千９百万円

(前年同期比2.4％増)となりました。

その他は、全体では８億５千７百万円(前年同期比8.3％減)となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、159億８千２百万円(前連結会計年度末比7.5％減)と、前連結

会計年度末に比べ13億３百万円の減少となりました。これは、主に設備関係支払手形の決済および長期借

入金の返済による現金及び預金の減少などによるものであります。

負債は、75億８千９百万円(前連結会計年度末比12.4％減)と、前連結会計年度末に比べ10億７千５百万

円の減少となりました。これは、主に設備関係支払手形の決済および長期借入金の返済などによるもので

あります。

純資産は、83億９千２百万円(前連結会計年度末比2.6％減)と、前連結会計年度末に比べ２億２千７百

万円の減少となりました。これは、主に四半期純損失の計上および配当金の支払いなどによるものであり

ます。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変

更および新たに生じた課題はありません。

　
(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は３億２千５百万円であります。なお、当第３四半期連

結累計期間において、当グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 17,894,87717,894,877
大阪証券取引所
市場第二部

単元株式数
1,000株

計 17,894,87717,894,877― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年７月１日～
平成24年９月30日

― 17,894,877 ― 4,791,796 ― 1,197,949

　

(6) 【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が把握できず、記

載することができませんので、直前の基準日である平成24年６月30日の株主名簿により記載しておりま

す。

　

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式2,128,000

―
株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

15,675,000
15,675 同上

単元未満株式 普通株式 91,877 ― 同上

発行済株式総数 17,894,877― ―

総株主の議決権 ― 15,675 ―

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式565株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 　 平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
フジコピアン株式会社

大阪市西淀川区歌島
四丁目８番43号

2,128,000 ― 2,128,000 11.89

計 ― 2,128,000 ― 2,128,000 11.89

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)にもとづいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定にもとづき、第３四半期連結会計期間(平成24年７月１

日から平成24年９月30日まで)および第３四半期連結累計期間(平成24年１月１日から平成24年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,471,534 4,650,585

受取手形及び売掛金 3,110,609 3,050,943

電子記録債権 － 1,638

商品及び製品 749,624 706,029

仕掛品 477,091 547,460

原材料及び貯蔵品 611,158 492,742

繰延税金資産 5,020 5,219

その他 145,429 118,932

貸倒引当金 △3,078 △2,915

流動資産合計 10,567,390 9,570,635

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,920,847 1,823,105

機械装置及び運搬具（純額） 1,943,829 1,750,117

土地 1,681,745 1,681,745

建設仮勘定 5,329 64,442

その他（純額） 186,107 185,133

有形固定資産合計 5,737,859 5,504,545

無形固定資産 3,162 2,895

投資その他の資産

投資有価証券 639,292 677,267

長期貸付金 7,809 5,835

長期預金 100,000 －

その他 230,060 221,531

貸倒引当金 △122 △266

投資その他の資産合計 977,040 904,368

固定資産合計 6,718,061 6,411,809

資産合計 17,285,451 15,982,444
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,570,068 1,446,275

短期借入金 100,000 300,000

1年内返済予定の長期借入金 775,700 1,092,600

リース債務 17,274 20,084

未払法人税等 196,177 61,283

未払消費税等 － 18,915

賞与引当金 － 90,400

関係会社整理損失引当金 － 200,266

設備関係支払手形 825,729 130,897

その他 335,858 244,277

流動負債合計 3,820,807 3,605,000

固定負債

長期借入金 3,952,300 3,070,300

リース債務 55,194 49,732

繰延税金負債 26,780 1,556

退職給付引当金 713,141 767,802

役員退職慰労引当金 76,820 75,283

資産除去債務 20,402 20,286

固定負債合計 4,844,640 3,984,960

負債合計 8,665,448 7,589,960

純資産の部

株主資本

資本金 4,791,796 4,791,796

資本剰余金 2,995,945 2,995,928

利益剰余金 1,309,193 1,138,158

自己株式 △329,286 △329,209

株主資本合計 8,767,648 8,596,673

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 50,995 △3,443

為替換算調整勘定 △198,639 △200,746

その他の包括利益累計額合計 △147,644 △204,190

純資産合計 8,620,003 8,392,483

負債純資産合計 17,285,451 15,982,444
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年９月30日)

売上高 7,739,598 7,235,851

売上原価 5,605,571 5,554,153

売上総利益 2,134,027 1,681,697

販売費及び一般管理費 1,496,721 1,443,107

営業利益 637,306 238,590

営業外収益

受取利息 7,301 5,631

受取配当金 11,645 10,273

雑収入 22,919 59,248

営業外収益合計 41,866 75,154

営業外費用

支払利息 55,865 46,889

為替差損 43,991 7,186

雑損失 3,870 4,890

営業外費用合計 103,726 58,967

経常利益 575,446 254,777

特別利益

投資有価証券売却益 20,358 －

関係会社清算益 29,532 －

事業譲渡益 － 30,000

特別利益合計 49,890 30,000

特別損失

固定資産廃棄損 4,971 1,427

投資有価証券評価損 － 2,307

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 8,410 －

関係会社清算損 － 9,005

関係会社整理損失引当金繰入額 － 200,266

特別損失合計 13,381 213,006

税金等調整前四半期純利益 611,954 71,771

法人税等 219,841 163,976

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

392,113 △92,205

四半期純利益又は四半期純損失（△） 392,113 △92,205

EDINET提出書類

フジコピアン株式会社(E02402)

四半期報告書

10/16



【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

392,113 △92,205

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △62,605 △54,438

為替換算調整勘定 △5,057 △2,107

その他の包括利益合計 △67,662 △56,545

四半期包括利益 324,451 △148,751

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 324,451 △148,751
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年１月１日　至　平成24年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号）および「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用

指針」（企業会計基準適用指針第24号）を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

　

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年９月30日)

減価償却費 349,402千円 491,682千円
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(株主資本等関係)

　

前第３四半期連結累計期間(自　平成23年１月１日　至　平成23年９月30日)
　

１　配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年３月29日
定時株主総会

普通株式 64,685 4.00平成22年12月31日 平成23年３月30日 利益剰余金

　

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　　該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成24年１月１日　至　平成24年９月30日)
　

１　配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月28日
定時株主総会

普通株式 78,829 5.00平成23年12月31日 平成24年３月29日 利益剰余金

　

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当グループは、インク製造技術、塗布技術を技術基盤として、印字記録媒体および事務用消耗品関連事

業を主な業務とした単一セグメントで事業活動を行っておりますので、記載を省略しております。

　
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

24円28銭 △5円85銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)(千円)

392,113 △92,205

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)(千円)

392,113 △92,205

普通株式の期中平均株式数(株) 16,147,927 15,766,092

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第３四半期連結累計期間においては希薄化効果を有

している潜在株式が存在しないため記載しておりません。なお、当第３四半期連結累計期間においては１株当た

り四半期純損失が計上されており、また希薄化効果を有している潜在株式がないため記載しておりません。
　

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年11月14日

フジコピアン株式会社

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　廣　　田　　壽　　俊　　㊞

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　佐　　藤　　陽　　子　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフ
ジコピアン株式会社の平成24年１月１日から平成24年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期
間（平成24年７月１日から平成24年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年１月１日から平
成24年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フジコピアン株式会社及び連結子会社の平成
24年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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